
                                      １９３号 

不易流行の青峰スタイル                 

                                    副校長 小松 弘喜                      

本年４月に本校に着任いたしました、小松 弘喜（こまつ ひろき）と申します。肢体不

自由教育部門を担当いたします。どうぞよろしくお願いいたします。 

本校が平成２１年４月に開校して以来４年間、私は、肢体不自由教育部門の教員とし

て勤務しました。その当時、開校したてで何もないところから新たにハード、ソフトの両面

を作り上げていく貴重な経験をすることができ、そのときの経験から、その後の教員人生

に幅と深みを与えるような多くの知見を授かりました。また、就業技術科の部活動にも多

く参加しました。それらを受け、その後の教育活動にその知見

を一生懸命生かしてきたところです。この度、１３年ぶりに本校に赴任することができ、

よき縁を感じるとともに、新たな出会いに心躍る心境であります。 

 その当時、授業等で使用するものを手作りで用意しており、大きなものも小さなもの

も様々作成していきました。スポーツ集会の玉入れで使っている天秤であったり、一人

乗り用の台車であったり、パソコン室にある検定合格の木札であったり、ありがたいこ

とに現在でも使われているものがあります。一方で、初代ほうち

ゃんは大いに活躍し、現在では二代目に役目を譲り、二代目も

活躍中です。前号で小熊副校長が言及していた「青峰百景」には、青峰学園の象徴たる

ところ、いずれも取り入れられています。 

 

さて、本校のキーワードとしている「青峰スタイル」は、人権尊重の観点から、自分も他

者も大切にしながら、自らその状況に対して考え、新しいことを追求していく姿勢を大切に

しています。私が当時作成したものの中には、児童・生徒の実態に合わず使われなくなっ

たものもあります。児童・生徒の夢の実現に向けて、教育活動の進化のために、それまであったものを変えていく

ことは必要なことです。過去のものを守り続けるより、今の教育活動を大切にしていってほしいところです。江戸

時代の俳人、松尾芭蕉が示した「不易流行」という考え方があります。いつまでも変わらない普遍的な本質（不

易）を大切にしながら、時代や環境の変化に合わせて新しいものを取り入れ進化させる（流行）という、日本の

伝統的な考え方です。松尾芭蕉が『奥の細道』の旅を通じて体得した、俳諧（はいかい）の基本理念として知ら

れています。その考え方に通じるものであると認識しています。 

「青峰スタイル」を根底の考えとして認識しながら、前々号で校長が申し上げましたところの、自分の夢に何が

必要かを「想像」し、その夢を実現するために必要なことを「創造」していきます。「想像」し「創造」することに行

き詰まったら、どうぞお気軽に本校教職員に相談してください。 

先週末まで授業参観週間として、多くの保護者の方に授業の様子を御参観いただきました。御多用のところ

御足労いただきありがとうございました。お気付きになった点がございましたら、どうぞ御意見をお寄せください。 

 
令和８年６月１日（月） 

東京都立青峰学園校長 

田村 貴代美 
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